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日本人の食事摂取基準（2020 年版）の策定に資する代謝性疾患の栄養評価並びに各栄養素

等の最新知見の評価に関する研究 

 

はじめに 

 

研究代表者 佐々木敏 

      東京大学大学院医学系研究科 社会予防疫学分野 

 

本年度は、主に日本人の食事摂取基準（2015 年版）で課題として取り上げられていた項

目ならびに、2020 年版を策定にするに当たって、じゅうぶんな系統的レビューを新たに行

う必要があるだろうと考えられた課題、合計 18 課題について、主に若手の栄養学者の協力

を得て系統的レビューを中心にレビューを行った。取り上げた項目は次のとおりである。ま

た、レビュー対象となった各個論文の書誌情報とともに、要約表（エビデンス・テーブル）

を付すことを心がけた。 

 

1) 日本人の食事摂取基準策定栄養素に関して実施された Dose-response 型メタ・アナリ

シスの文献レビュー 

2) 2013 年以降に出版された BMI（Body Mass Index）と総死亡率の関連に関する観察研究 

3) たんぱく質の必要量策定に関する新たな知見 

4) たんぱく質摂取量と Frailty との関連を検討した研究の文献レビュー 

5) たんぱく質の耐容上限量策定のための腎機能をアウトカムとしたレビュー 

6) 日本人小児における習慣的な飽和脂肪酸摂取量を推定した記述疫学研究 

7) 小児における飽和脂肪酸摂取量と LDL コレステロール値およびインスリン抵抗性との

関連 

8) 小児期に飽和脂肪酸摂取量を少なくした場合の安全性（成長障害など）を調べた研究 

9) 脂質・脂肪酸と心血管系疾患等に関する最近の知見 

10) 諸外国の食事摂取基準・食事ガイドラインにおける糖類の概要 

11) 食物繊維と生活習慣病の関連 

12) 骨の健康状態と血中ビタミン D 濃度の関連ならびにビタミン D 摂取量・日光曝露量と

血中ビタミン D濃度の関連 

13) ビタミン C 摂取量及び血清・血漿ビタミン C 濃度と循環器系疾患の関連を調べた観察

研究・介入研究 

14) カルシウム摂取量と骨粗鬆症・骨折予防との関連 

15) 日本人の鉄の食事摂取基準値算定に資する観察研究および介入研究の近年の動向 
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16) 日本人における習慣的なヨウ素摂取量のレビュー 

17) 諸外国（世界の 12 ヵ国ならびに地域）における食事摂取基準の概要 

18) Dietary guidelines の４か国比較 

 

世界全体としては、栄養素等摂取量と各種疾患の発症等との関連を検討する栄養疫学研

究は急増している。それを受けて、これらのメタ・アナリシス、特に Dose-response 型メ

タ・アナリシスも急増しており、この手法は目標量の策定根拠資料として有用である可能性

が考えられる。しかしながら、その活用方法についてはその技術的課題も含めじゅうぶんな

研究を要するものと考えられる。そこで、1)で、現時点における栄養素等摂取量と各種疾患

の発症等との関連を検討した Dose-response 型メタ・アナリシスを系統的に収集・整理し、

食事摂取基準策定に資する基礎資料を提供することを試みた。そのなかでも報告数が多い

食物繊維について 11)でまとめた。 

10)では、炭水化物の小分類である糖に関して諸外国の食事摂取基準ならびに食事ガイド

ラインがどのような扱いをしているかの動向を調べ、日本人の食事摂取基準策定に資する

目的でレビューを行った。 

17)は、諸外国の食事摂取基準の概要と日本人の食事摂取基準を比較することで、今後、

世界を見据えて日本人の食事摂取基準を策定するための一助とすることを目的としてレビ

ューを行った。他の項目の多くは日本人の食事摂取基準（2015 年版）で新たに取り入れら

れたり、検討すべき課題としてあげられたりしたものであり、それぞれについて、新たな知

見も含めて系統的な収集と整理を試みた。しかしながら、その多くにおいて日本人における

知見（論文報告）はじゅうぶんでなく、食事摂取基準の策定の困難さを改めて確認する結果

となった。一方で、食事摂取基準は栄養素の摂取量を扱うガイドラインであり、食習慣を直

接に扱うわけではない。後者の役割を担うガイドラインとして Dietary guidelines がある。

当然ながら食事摂取基準と Dietary guidelines は理論的・実践的に深い関係性を持ってお

り、同時に両者ともにじゅうぶんなエビデンスに基づいた信頼度の高いものであらねばな

らない。そこで、18)において、日本を含む４か国の Dietary guidelines の概要を比較し、

その特徴と課題を明らかにすることを目的としてレビューを行った。 

加えて、脂質・脂肪酸と心血管系疾患との関連ならびにそれらの目標量等の算定に資する

研究数は最近急増するとともに相反する結論に至った研究も少なくない。そこで、9)として、

最近のこの分野の動向に関して叙述的レビューを試みた。 

これらのレビュー結果は、日本人の食事摂取基準（2020 年版）策定の作業において貴重

な基礎資料として活用されることが期待される。 
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